
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
   

１ 土  

２ 日  

３ 月 朝会 

４ 火○短  

５ 水 委員会・代表委員会 

６ 木  

７ 金 
地区バスケットボール大会（６年） 

校外学習（３年） 

８ 土  

９ 日  

１０ 月○短  

１１ 火 建国記念の日 

１２ 水  

１３ 木  

１４ 金○短 校外学習杉の子（雨天決行） 

１５ 土  

１６ 日  

１７ 月 児童会役員選挙 

１８ 火○短  

１９ 水 クラブ活動 

２０ 木 お別れ遠足（６年） 

２１ 金 大庄北中見学（６年） 

２２ 土  

２３ 日 天皇誕生日 

２４ 月 振替休日 

２５ 火 参観５ｈ・懇談６ｈ（低学年） 

２６ 水 
参観５ｈ・懇談６ｈ（高学年） 

制服受け取り（６年） 

２７ 木 
月曜時間割（６校時終了後下校） 

おおしまっこ計算チャレンジ検定会 

２８ 金 ６年生を送る会 

２月の行事予定 
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＜給食週間がありました。＞ 
心身の健康づくりに必要な食べ物について関心を高める

こと、毎日給食を作って下さる調理師さんや給食に携わる

人々に感謝し、正しい食事のあり方や望ましい食習慣を養う

ことを目的として、1/20（月）～1/24（金）に実施しました。 
給食委員会では、大島小のみんなに楽しみながら給食のこ

とをもっと知ってもらいたいという思いから、給食にちなん

だクイズやビンゴなど、楽しい取り組みを考えました。 
たった１週間ではありましたが、他の児童たちは休み時間

などを使って、あちこちに貼られているクイズに目を輝かせ

ながら、挑戦していました。楽しそうな児童たちの姿は、きっ

と作成した給食委員の児童たちの心にも届いていると思い

ます。 
2/10（月）～2/14（金）には、20分休みに「豆つかみゲー

ム」を開催します。30秒間で何個大豆を器からもう一つの

器に移すことができるのか、たくさんの児童にチャレンジし

に来て欲しいと思います。 

(給食担当) 

３月の予定 

１１日（火） 校外学習（２年） 

１４日（金） 給食終了 

１９日（水） 卒業証書授与式 

２５日（火） 修了式 

「向上心」＝「チャレンジ精神・前向き思考」 
 

３学期が始まってあっという間に２月になりました。２月３日は立春です。二十四節気において、

春の始まりであり１年の始まりとされています。立春の前日が節分です。２０２５年の節分は２月２

日になります。あれ？２月３日が節分じゃないの？と思った方もいるかと思いますが、今年は地球

の公転周期と暦にずれが生じるために２日が節分となるようです。春を迎える行事でもあります。

日は少しずつですが長くなって来ているように感じますが、まだまだ寒さは続きそうです。 

さて、米大リーグのマリナーズなどで通算３０８９安打をマークしたイチローさんが米国野球殿

堂にアジア人として初めて選出されました。日本人野手として初めて大リーグに挑戦し走攻守に

数々の活躍が評価されました。米国野球殿堂入りは野球記者の投票で決まります。満票には１票

足りなかったのですが、この１票足りなかったことをイチローさんは、「すごく良かったと思う。生

きていく上で、不完全だから進もうとできる」と前向きに受け止めています。また、佐々木朗希選

手が米大リーグのドジャースに入団が決まりました。大リーグのルールで２５歳未満の外国人選手

はメジャー契約ができないことになっています。２５歳まで２年待てばもっとたくさんの契約金で

移籍ができたはずなのにこのタイミングを選んだ理由として、佐々木選手は「お金よりもこの２年

間を過ごす時間の方が僕にとって価値のあるものだと判断した」と説明しています。そして記者

からの「不足する部分があるとすればどこ？」の質問に「全部足りない。いっそう頑張らないとい

けない」と答えています。イチローさんも佐々木選手も謙虚であり、常に向上心・チャレンジ精神を

持っていることがわかります。ぜひ大島っ子にも「向上心・チャレンジ精神・前向き思考」をもって

様々なことにチャレンジしてほしいものです。 

子どもたち一人一人が、これからの人生で自分らしく生き生きと輝いてほしいと願っています。

誰もがイチローさんや佐々木選手のように一流選手になることは難しいと思いますが、子どもが

輝こうとする意欲をもたせること、支援していくことは我々大人にしかできないことだと思いま

す。 そこで、学校では、様々な教育活動の中で「協働学習」の場を設定し、友だちと関わり合い、助

け合い、安心安全な場を作ったり、人任せにせずに自分の考えを持てるように工夫したり相手の

よさに気づくことができるなどプラスになって帰ってくる体験ができるように心がけています。そ

のためには、子どもの心の健康が不可欠です。それは家庭がベースとなります。子どもにとって、

一番安心感がある場所は家庭です。家庭で保護者の温かい愛情を受け、心のエネルギーを満タン

にしてもらうことで、安心して登校し、学校でも意欲的になり、勉強や友だちとの関わりも前向き

で積極的にがんばることができます。また、自分を大切にするとともに、友だちをも大切にしよう

とし、自信のある行動ができるようになります。 保護者の皆様、学年末が近づいてきました。毎日

の子どもとの関わりを大切にしていただき、子ども達が様々なことにチャレンジし、失敗しても前

向きに受け止めていけるよう引き続き支援していただけたらと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

                                                                                   

                                              校 長 石本 将史 

すまいる便り⑤ー早期発見の大切さ― 
 「すまいる」に来る子どもたちの中には、長い間困り

感を抱えていたという子もいます。勉強がよくわからな

かったり、友達と上手に付き合えなかったりして学校自

体が楽しくないと感じている子もいます。子どもは言葉

でうまく言えなくても、表情や態度に気持ちが表れるこ

とがあります。また「どうしたの？」と声をかけること

で困っていることを教えてくれることもあります。子ど

もたちの「すまいる」を取り戻すために、気になること

があるときはぜひ早めにご相談ください。 


